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第五十八翔海丸が竣工
ホタテ水揚げ安定に活躍期待

操
船
・
作
業
性
能
を
追
求

甲
板
・
ブ
リ
ッ
ジ

進
化
随
所
に

け
、
操
業
に
臨
ん
で
い
る
。

北
海
工
機
㈱
（
根
室
市
）

が
一
括
受
注
し
、
㈱
み
ら
い

造
船
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

の
北
海
道
支
店
（
根
室
市
）

が
建
造
。
中
央
ブ
リ
ッ
ジ
。

主
機
は
ヤ
ン
マ
ー
６
Ａ
Ｙ
Ｂ

―
Ｗ
Ｇ
Ｔ
（
最
大
出
力
５
９

４
㌔
㍗
、
８
０
８
Ｐ
Ｓ
）。

船
主
は
大
野
水
産
の
大
野
順

也
代
表
。
国
の
漁
船
リ
ー
ス

事
業
を
活
用
し
た
。

先
代
船
よ
り
バ
ル
バ
ス
・

バ
ウ
が
大
き
く
、
波
叩
き
の

軽
減
と
凌
波
性
が
向
上
。

「
船
体
が
う
ね
り
に
潜
り
込

む
こ
と
が
な
く
、
楽
に
走
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
大
野
代

表
。
ま
た
、
ブ
リ
ッ
ジ
は
広

い
視
界
、
甲
板
は
機
関
長
時

代
に
培
っ
た
視
点
を
生
か

し
、
作
業
性
や
安
全
確
保
な

ど
を
重
視
し
た
。

船
首
に
は
サ
イ
ド
ス
ラ
ス

タ
ー
を
装
備
。「
風
の
影
響

を
受
け
ず
、
離
岸
が
ス
ム
ー

ズ
。
厳
寒
の
中
、
一
生
懸
命

に
岸
壁
か
ら
船
を
押
し
て
離

岸
さ
せ
る
と
い
う
乗
組
員
の

漁
労
負
担
を
改
善
で
き
た
」

と
話
す
。

電
気
設
備
・
航
海
機
器
類

は
㈱
サ
ナ
ッ
プ
、
操
舵
機
は

ユ
ニ
カ
ス
工
業
㈱
、
シ
ャ
フ

ト・ペ
ラ
は
㈱
髙
澤
製
作
所
、

漁
労
関
係
は
㈱
マ
リ
ン
レ
ッ

ク
ス
、主
機
前
カ
ウ
ン
タ
ー・

サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
は
山
本

機
工
㈱
が
請
け
負
っ
た
。

昨
年
月
日
に
乗
組
員

12
15

の
家
族
や
組
合
員
ら
が
大
勢

見
守
る
中
、
母
港
・
別
海
漁

港
に
入
港
し
、
雄
姿
を
披

露
。
餅
ま
き
を
行
っ
て
浜
を

活
気
付
け
た
。

業
性
、
操
船
性
を
追
求
、
水

揚
げ
の
安
定
に
寄
与
す
る
新

造
船
が
１
月
中
旬
に
デ
ビ
ュ

ー
。
浜
の
期
待
を
一
身
に
受

別

海

後
列
中
央
が
大
野
順
也
代
表

大
勢
の
関
係
者
が
集
ま
り

新
造
を
祝
っ
た
餅
ま
き

別
海
漁
協
所
属
の
ホ
タ
テ

け
た
引
船
「
第
五
十
八
翔
海
丸
」
（
９・７
㌧
、
ア
ル
ミ
）

が
竣
工
し
た
。
安
全
性
や
作大漁旗で彩られた第五十八翔海丸

つ
い
て
の
協
力
を
求
め
た
。

道
は
一
定
の
理
解
を
示
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
緩
和
策

で
は
①
国
が
漁
業
信
用
基
金

の
保
証
付
き
長
期
負
債
整
理

資
金
を
創
設
、
漁
業
者
の
経

営
安
定
を
図
る
②
漁
業
者
、

漁
協
の
緊
急
運
転
資
金
と
し

て
２
０
２
１
年
度
も
貸
付
資

金
の
無
利
子
化
継
続
―
を

要
望
し
た
。

ま
た
、
国
の
特
定
水
産
物

供
給
平
準
化
事
業
の
基
金
化

や
国
内
外
の
消
費
流
通
対
策

に
関
わ
る
支
援
措
置
も
訴
え

た
。道

内
主
要
魚
種
の
減
産
傾

向
を
踏
ま
え
た
生
産
基
盤
整

備
で
は
①
秋
サ
ケ
の
資
源
回

復
措
置
の
早
急
な
実
施
②
コ

ン
ブ
資
源
増
大
の
た
め
の
調

査
研
究
拡
充
と
早
期
実
用
化

③
養
殖
ホ
タ
テ
大
量
へ
い
死

へ
の
対
策
④
増
養
殖
事
業
や

栽
培
漁
業
で
の
種
苗
生
産
、

新
た
な
技
術
開
発
と
施
設
整

備
に
要
す
る
予
算
の
確
保

―
を
求
め
た
。

要
請
後
、
菊
池
副
会
長
は

「
農
業
も
同
様
だ
と
思
う

が
、
輸
出
環
境
を
含
め
流
通

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
」
と
強
調
。「
流
通
を
促

す
た
め
、
特
定
水
産
物
供
給

平
準
化
事
業
の
継
続
実
施
は

重
要
」
と
の
認
識
を
語
っ

た
。

道
信
漁
連
（
深
山
和
彦
会

長
）
の
懸
賞
付
き
定
期
貯
金

「
社
会
貢
献
型
海
の
子
応
援

マ
リ
ン
ち
ゃ
ん
定
期
貯

金
」
は
昨
年
、
全
道
総
額
で

目
標
（
１
０
０
億
円
）
を
48

億
７
８
０
０
万
円
上
回
る
１

４
８
億
７
８
０
０
万
円
、
達

成
率
１
４
８
・
８
％
と
な
っ

た
。取

扱
期
間
は
昨
年
９
月
１

日
～
月
日
。
留
萌
が
達

12
30

成
率
２
１
０
％
、
小
樽
が
１

９
６
％
な
ど
全
管
内
で
目
標

を
達
成
し
た
。

懸
賞
は
道
産
品
の
海
と
山

の
幸
セ
ッ
ト
。
特
賞
（
１
万

円
相
当
）
が
４
０
０
本
、
１

等
（
７
千
円
相
当
）
が
５
０

０
本
、
２
等
（
３
千
円
相

当
）
が
１
１
０
０
本
の
計
２

千
本
を
用
意
し
た
。

本
店
営
業
部
の
扱
い
分
は

目
標
を
４
６
０
０
万
円
上
回

る
１
億
９
６
０
０
万
円
の
実

績
で
、
当
選
本
数
は
特
賞
５

本
、１
等
７
本
、２
等
本
。
14

日
に
抽
選
会
を
実
施
し
、

14深
山
会
長
ら
道
信
漁
連
役
員

が
抽
選
券
１
９
６
３
枚
の
中

か
ら
当
選
者
を
引
き
当
て
た

＝
写
真
。

ま
た
、
貯
金
獲
得
実
績
に

応
じ
「
海
の
子
作
品
展
」
参

加
の
小
・
中
学
校
に
図
書
カ

ー
ド
を
贈
る
社
会
貢
献
企
画

で
は
小
学
校
１
１
３
校
、
中

学
校
校
の
計
１
４
７
校
に

34
対
し
、
１
校
当
た
り
２
万
円

分
を
贈
呈
。
総
額
２
９
４
万

円
。
年
目
の
実
施
で
累
計

11
額
は
３
６
９
０
万
５
千
円
と

な
っ
た
。

目
標
達
成
率

％
149

マ
リ
ン
ち
ゃ
ん
定
期

信
漁
連
が
抽
選
会

要
請
し
た
。

道
へ
の
要
請
で

は
、
菊
池
元
宏
道

漁
連
副
会
長
＝
写

真
右
＝
が
土
屋
俊

亮
副
知
事
＝
写
真

左
＝
に
要
請
書
を

手
渡
し
、
道
で
の

予
算
化
や
国
に
対

す
る
要
望
実
現
に

道
漁
連
な
ど
道
内
系
統
５

団
体
は
日
、
道
と
道
議
会

14

に
対
し
、
運
転
資
金
の
支
援

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
克
服
に
向
け

た
影
響
緩
和
策
や
、
主
要
魚

種
の
資
源
回
復
策
の
実
施
な

ど
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
生
産
基
盤
整
備
の
実
施
を

コ
ロ
ナ
禍
対
策
や
生
産
基
盤
整
備

系
統
団
体

道
・
道
議
会
に
要
請


